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パキスタンの教育行政に携わる研修員12名
は、日本とパキスタンの教育制度の比較を通じ
て、多くの気づきを得ました。「今回の経験を自
国の教育制度の向上に役立てたい」と研修員
は抱負を語っていました。

アフリカ9か国12名の青年は、長野県内の医
療機関や行政が実施する検診の視察に加え、
学校や幼稚園などの教育機関を訪問しました。
母子保健の
向上のため
教育が重要
であること
を、多くの研
修員が再認
識しました。

日本が開発途上国を対象に実施する技術協力の一環で、途上国の国づくり
を担う青年層を対象にJICAが実施します。20歳から35歳までの青年を日
本に18日間受け入れ、日本における専門分野の経験、技術を理解する基
礎的な研修を実施して、これら諸国の課題解決への取り組みに役立つ知識、
意識を向上させることを目的とする事業です。

インドネシアの地方の保健
所などに勤務する医療従事
者15名が、長野県の農村保
健医療を学びました。
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　今年度、 長野県内では３つの青年研修を行い、 アフリカ （英語圏）、 
パキスタン、 インドネシアから計39名の研修員が来日しました。
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　駒ヶ根訓練所では平成23年度1次隊、ボランティア有志が
宮城・女川町社協への募金活動に取り組み、また訓練後には
70名超が「遠野まごころネット」の活動に参加し、ボランティア
活動を行いました。
　彼らの中には「日本にいる今だからこそ、何かしたいと思う」
「任国に赴任し日本のことを聞かれたら、震災の現状を語れる
ように、記憶に刻んでおきたい」という声が多く聞かれました。
担当として陰で彼らの活動を見守るにつけ、彼らが活動任期を
まっとうし一層たくましくなって日本に帰国したとき、必ずや日
本の復興のリソースとなってくれるのではないか、という期待
がこみ上げ、この仕事に関わることができたことに対して素直
に感動を覚えました。
　今回の震災をきっかけに、より迅速に、あらゆる災害に対する
支援を行う枠組みやそれを支えるボランティア活動の関心層
が個人・組織の両者で増えたのはすばらしいことだと思います。
しかし現実には、これから北国にとっては厳しい冬が来ます。震
災直後や夏のがれき撤去作業とは違い、被災者が仮設住宅に

入ったあとの支援は、マンパワーだけで解決できない課題を多
く含むでしょう。どうあるべきなのか…GWにボランティア活動
を行った時からの疑問ですが、答えが出ません。
　忘れてはいけないのは、日常被災地に思いをはせ、できる限
りの関心をはらい、チャンスがあればもう一度東北なり各地の
被災地へ足を運ぶための「一歩を踏み出す」ことではないかと
思います。協力隊募集説明会に出向き若者に対してよく使うこ
のフレーズは、相手ではなく自分が自分に対しても投げかけて
いる言葉なのだ、と発するたびに意識します。

「一歩を踏み出す」ことの重要さ
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　ホッと一息つきたいとき、ラジオをONにするとこの方の番組
が流れてくるかもしれません。SBCラジオで数々の番組制作を
手掛ける小森康夫さん。取材でお邪魔した休日のスタジオでも
平日と変わらぬ仕事ぶり。「番組制作が大詰めになると、いつも
こんな調子なんです」とタフな笑顔を浮かべます。
　平日ワイド番組「おとなりラジオあらら・・」のチーフディレク
ター、毎週土曜の「ともらじ」ディレクターを務めるほか、介護番
組やスポーツ中継の制作のほか、企画、ネタ探し、台本作り、放
送、場合によっては営業も、と精力的にこなしています。
　小森さんの放送人としての転機はパプアニューギニアでの
協力隊経験にあったといいます。「放送は『伝える』だけでなく
『伝え合う』仕事だと気づいたんです」。自分のことだけを伝え
ようとしても相手にされない。お互いの文化や歴史を交換しあ
うことでコミュニケーションが成り立つということは、現在の仕

事にも共通すると語ります。
　ラジオを通して作り手とリスナーが双方向につながり、さらに
他のリスナーにもつながっていくことで、コミュニケーションの
場ができる、それが制作者としてやりがいを感じる瞬間といい
ます。放送人としての明
確なミッションをつかん
だ小森さんは、ラジオの
持つ更なる可能性を信
じ、今日も番組制作に励
んでいます。

　国際協力や国際交流、多文化共生について考える参加型セ
ミナー「信州グローバルセミナー2011」を12月10日、JICA
駒ヶ根で実施しました。県内外から集まった約150名の皆さん
は、地域に根を張って国際協力を実践している講師の方の話に
耳を傾けながら、活発に意見交換しました。
　セミナーは、11の講座から2つを選び参加します。講師は県
内で活動するNGOのメンバーや国際理解教育を推進する先
生方。豊富な経験をいかし、参加者を巻き込みながら楽しく、わ
かりやすい講座を行いました。参加者の方は「とても楽しかっ
た。同じテーマ
に関心のある
人と知り合え
たのもよかっ
た。次回もぜひ
来たい」と話し
ていました。

　10月22日～23日、「第2回信州国際塾」と銘打って、1泊2日
で駒ヶ根市の訓練所とみなこいワールドフェスタを体験するツ
アーを行ないました。初日は参加者17名が訓練所を見学した
後、派遣前のボランティアが学ぶ言語のレッスンや国際理解ワー
クショップを体験。夜は「地球
のステージ」を観賞しました。
　2日目はフェスタ会場で異
文化料理や音楽を楽しみ、国
際色に染まる街を満喫しまし
た。

　11月25日、今年度帰国した協力隊員が、阿部長野県知事に活
動報告を行いました。隊員代表として、金子あき子さん（セネガル
派遣／野菜栽培）、長坂篤志さん（パプアニューギニア派遣／村落
開発普及員）、宮國実加さん（バングラデシュ派遣／感染症対策）
の3名が出席し、途上国での生活や活動の様子を報告しました。
　知事からは、「長野県の青
年たちが海外で活躍してい
るのは喜ばしいことであり、
帰国後は地元の活性化にぜ
ひ取り組んでほしい」とのコ
メントがありました。

File No.1

Yasuo Komori
小森 康夫 さん

ラジオディレクター

パプアニューギニア

視聴覚教育
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TEL.0265-82-6151 FAX.0265-82-5336
E-mail  jicakjv@jica.go.jp
http://www.jica.go.jp/komagane/index.html

独立行政法人 国際協力機構
駒ヶ根青年海外協力隊訓練所

平成２3年10月31日現在

①青年海外協力隊員数
　　　派遣中
　　　帰　国
　　　累　計

②シニア海外ボランティア数
　　　派遣中
　　　帰　国
　　　累　計

57名
646名
703名

１２名
38名
50名

（内女性32名）
（内女性299名）
（内女性331名）

（内女性3名）
（内女性9名）
（内女性１2名）

③日系社会青年ボランティア数
　　　派遣中
　　　帰　国
　　　累　計

④日系社会シニアボランティア数
　　　派遣中
　　　帰　国
　　　累　計

0名
17名
17名

0名
3名
3名

（内女性0名）
（内女性9名）
（内女性9名）

（内女性0名）
（内女性0名）
（内女性0名）

JICAボランティア派遣実績

民間企業（メーカー）で国内外の商品開発などに携
わってきましたが、定年を期にこれまでの経験を開
発途上国の裾野産業の発展に役立て、両国の友好
親善および相互理解の深化に貢献できればと思っ
ています。

塩崎  良次 さん
ベトナム
渉外促進
上田市

しお ざき　　りょう　じ

任国マレーシアでは、長野の自然で培ったバイタリ
ティを生かし、現地スタッフと協力し、業務活動を行
い、確実な成果を上げたいと思います。今回が3回
目の派遣になりますが、初心忘れずの気持ちで交流
を深めて参ります。

西村　寛 さん
マレーシア
学校運営
佐久穂町

にし  むら　　　ひろし

７年前のパナマに引き続き、今回はインドネシアで
友人たちを作りに行きます。一人ではできないこと、
組織ではできにくいことを行うつもりです。技術の
緩やかな移転を心がけます。帰国したら体験を伝え
たいと思います。

小島  雅樹 さん
インドネシア
建築構造
長和町

こ　じま　　 まさ　き

シニア海外ボランティア

「本当に困っている人を見ているだけで終わりたく
ない」という思いで、途上国開発のための農業を大
学で学びました。赴任先では稲作栽培支援を行い、
農業の分野から笑顔を増やすお手伝いをしてきます。
応援してくれる皆様方と家族に感謝しながら、未熟
者ながら真摯に元気に頑張って参ります！

斉藤  由莉 さん
ルワンダ
食用作物（稲作栽培）
長野市

さい  とう　　  ゆ　  り

海がきれいで世界一幸せな国とも言われるバヌアツ共
和国に、２年間小学校教諭として派遣されることになり
ました。新卒で実務経験はありませんが、現地の先生た
ちと協力しながらその時自分にできる精一杯のことを
したいと思っています。世界中の子どもが笑顔になる
活動がしたいという初心を忘れず、がんばってきます！

郷津  智美 さん
バヌアツ
小学校教諭
松本市

ごう づ　　  とも　み

カンボジアのコンポンチュナン州に、臨床検査技師
として行ってきます。現職参加ですが、気持ちよく送
り出してくれた職場の方々、応援してくれる仲間や、
家族への感謝を忘れずに、元気いっぱい頑張ってき
ます。

工藤  裕美 さん
カンボジア
臨床検査技師
泰阜村

く　 どう　　 ひろ　み

いろいろと悩むことも多くありま
したが、カウンターパートや同僚
に恵まれ常に挑戦し続けることが
できた２年間でした。今後はこれ
までの経験を生かしてプロとして
途上国の教育開発に継続的に携
わることが目標です。

浅川  美歌 さん

派遣国 ： バヌアツ
職　種 ： プログラムオフィサー

（長野市出身）

あさ かわ　　 み　 か

ナマステ！農業分野土壌肥料部門でネパールに派遣
されます。伊那谷は水が綺麗で農業が盛んです。そ
んな故郷を誇りに精一杯勉強させて頂きたいと思
います。農業が世界平和に繋がれば最高です。頑張
って来ます！

金井  悠二 さん
ネパール
土壌肥料
伊那市

かな い　　  ゆう　じ

青年海外協力隊

JICA駒ヶ根では毎月１回メールマガジンを
配信しています。 県内の国際協力に関する動
きやイベントなど、 耳よりな情報をリアルタ
イムでお届けします。

JICA駒ヶ根

メールマガジン
配信希望の方は までメールで

ご連絡ください！jicakjv@jica.go.jp

派遣中JICAボランティア
（平成２3年10月31日現在）
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